
彗星ってどんな星？

２０２４年の秋に見られた、

ツチンシャン・アトラス彗星は

まだ記憶にも新しく、久しぶり

に立派な尾が見える彗星でし

た。彗星は尾を持つことが特

徴の天体で、他の天体とは大

きく見た目が違っています。し

かも、いつも見られるものでは

なく、ある時突然に現れて、

数日から数週間程度でまた

見えなくなってしまいます。

しかも、この彗星の尾は、

彗星の進行方向にそって伸びるのではなく、太陽と反対方向に伸びることが知られて

います。この彗星という天体は一体どんな天体で、なぜこのような変わった特徴を持

つのでしょうか？

彗星は、太陽系の外縁部の太陽の熱があまり届かないエリアにあった氷天体が太

陽に近づく軌道に変化したものです。太陽に近づくとその熱で氷が溶け、ガスやチリを

放出します。その放出されたガスやチリが、太陽と反対方向へ吹き飛ばされて、尾と

して観察されるのです。さらには、ロゼッタをはじめとする彗星探査機による近接探査

で彗星の「本体」とも言える氷天体の素顔も分かるようになってきました。
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ＯＲＩＧＩＮ 太陽系のはじまりを求めて

私たちの太陽系は、どのようにして

生まれたのでしょう。近年の観測で、

宇宙には太陽系と同じような惑星系

がいたるところに存在することが分か

ってきました。そこで研究者たちは、こ

れら惑星系の誕生するようすをくわし

く観測できれば、太陽系がどのように

生まれて来たのかを知ることにつな

がると考えました。

しかし、星や惑星の誕生のようすを

詳しく観測することは、それほど簡単

なことではありませんでした。星はガスや塵からなる星雲の中で生まれてきますが、星

雲はとても温度が低く、私たちの目に見える光、可視光を出していません。つまり、普

通の望遠鏡では見えないのです。でもその代わり、電波を出していることが分かりまし

た。この電波をとらえることができれば、新しい星と惑星が生まれつつある場所で何が

起こっているのかを知ることができます。

“星や惑星が生まれてくる様子をもっとよく見たい、もっとくわしく知りたいー”。そん

な研究者たちの思いから建設された世界最高性能の電波望遠鏡が、「アルマ」で

す。この番組の主人公は、太陽系のはじまりを研究している研究者。声優・杉田智和

さんのナレーションでお届けします。さあ、アルマとともに太陽系のはじまりを探る旅に

出かけてみましょう。
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